






























































































































































































































































































































































































































類が 2箇所，10-15万㎡の b類が 8箇所，6-10万㎡の c類が 16箇所，3-6
万㎡の d類が 42箇所，3万㎡未満の e類が 186箇所という 5区分が可能
である【図 8】。なお，敖漢旗の面積は 8294㎢であり，そのうち遺跡は，
南北 135.84，東西 106.97㎞の範囲内に分布する。
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【図 9】 紅山文化の敖漢旗遺跡分布図 












































































































































































































































4組の F19という 4つの組に分類でき，内側は第 5組の F43・F49のみ 


































　東洋文化研究 22号　  　522
　②白音長汗遺跡
白音長汗遺跡は三期に時期区分される。一期の遺構は住居址 2基，墓 2
基である。二期は 2つの環濠集落 A・B区で構成され， A区の住居址が 13 
基，B区の住居址が 10基ある。二期の墓は 6基あり，Ⅰ・Ⅱ号墓地にそ
れぞれ 3基ずつある。三期は二期の環濠と墓地が存続する。A区の住居址
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紅山文化の集落遺跡は西台 27）・白音長汗 28）・七家 29）・魏家窩舗 30）・柳樹林 31）・



























































に，土坑 4・5・20・21・24は住居址 F1に，土坑 6・7・8・9・10・25















































































































　　　図 36　査海遺跡 F17　　　　　　　　　図 37　査海遺跡 F11
　　　図 38　査海遺跡 F46　　　　　　　　　図 39　査海遺跡 F5
（37）














積 91.46㎡と BF68の面積 86.49㎡である。 
　　図 40　白音長汗遺跡 BF68　　　　　　図 41　白音長汗遺跡 AF13　
B区住居址 BF68は東向きで，炉は東西向きである。入り口と炉を中心







土器 4点と石器 2点がある【図 41】。



























　　　図 42　趙宝溝遺跡 F104　　　　　　　図 43　趙宝溝遺跡 F9
後期のウ類住居址 F7の北東側には，貯蔵用の大型土器 4点と磨盤・磨












































































面積の住居址 AF13と BF68は先の分析から見ると，主に 1つの消費単位
である。同時期に興隆窪文化の興隆溝遺跡住居址 F22床面には成年男女
各 1体と小児 2体があり，住居址 F32の室内葬（19号墓と 20号墓）には，
それぞれ成年男性 1体と成年女性・小児各 1体が埋葬されていた。これら
の墓は，成年男女各 1体と小児を，墓 1基や住居址 1基に埋葬しており，
（43）
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